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Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
評
価
書
及
び
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

来
年
四
月
か
ら
水
道
な
ど
の
水
質
基
準
が
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
計
で
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
五
十
ナ
ノ
グ
ラ
ム
」
と

な
る
。
こ
の
根
拠
と
な
る
の
が
、
二
〇
二
四
年
六
月
、
内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
が
と
り
ま
と
め
た
「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
評
価
書
」
（
以
下
「
評
価
書
」
）
で
定
め
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
耐
用
一
日
摂
取
量
（
Ｔ
Ｄ
Ｉ
）
、
体
重

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
そ
れ
ぞ
れ
二
十
ナ
ノ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
、
欧
州
食
品
安
全
機
関
の
六
十
四
倍
、
米
国
環
境

保
護
庁
の
二
百
二
十
～
六
百
六
十
六
倍
以
上
と
極
め
て
大
き
く
、
国
民
の
間
に
は
大
き
な
不
安
が
あ
る
。
ま
た
、
「
評
価
書
」

が
、
健
康
へ
の
影
響
を
認
め
な
い
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
中
濃
度
が
高
い
方
々
へ
の
健
康
管
理
、
さ
ら
な
る
疫
学
調
査
な
ど
必
要

な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

 

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
は
、
「
評
価
書
」
の
作
成
に
向
け
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
計
九
回
の

会
合
を
行
っ
た
。
こ
の
過
程
で
、
事
前
に
外
部
委
託
で
選
定
し
た
二
百
五
十
七
の
論
文
の
内
、
百
九
十
を
不
採
用
と
し
、
外

部
委
託
で
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
二
百
一
の
論
文
を
追
加
し
、
計
二
百
六
十
八
の
論
文
を
参
照
し
評
価
書
を
作
成
し
た
。
こ
の

過
程
で
、
当
初
参
照
す
べ
き
と
さ
れ
た
重
要
な
論
文
が
外
さ
れ
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
生
産
事
業
者
が
費
用
を
支
出
す
る
な
ど
本
来
参



 

２ 

 

照
す
べ
き
で
な
い
論
文
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
九
回
の
会
合
の
合
間
に
は
、
計
二
十
四

回
も
の
非
公
開
会
合
（
打
合
せ
会
）
（
以
下
「
非
公
開
会
合
」
）
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
「
非
公
開
会
合
」
で
の
議
論
に
よ
っ

て
「
評
価
書
」
作
成
に
向
け
た
実
質
的
な
議
論
が
行
わ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

１ 

二
十
四
回
の
「
非
公
開
会
合
」
の
議
事
録
、
議
事
メ
モ
な
ど
は
行
政
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
、
ま
た
現
存
す
る
か
。
内

閣
府
本
府
行
政
文
書
管
理
規
則
第
十
一
条
に
は
「
本
府
に
お
け
る
経
緯
も
含
め
た
意
思
決
定
に
至
る
過
程
並
び
に
本
府
の

事
務
及
び
事
業
の
実
績
を
合
理
的
に
跡
付
け
、
又
は
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
処
理
に
係
る
事
案
が
軽
微
な
も
の

で
あ
る
場
合
を
除
き
、
文
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
あ
る
。
委
員
手
当
、
謝
金
、
旅
費
を
国
庫
か
ら
支
出

し
、
二
十
四
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
非
公
開
会
合
」
の
議
事
録
、
議
事
メ
モ
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
ど
の

よ
う
な
法
的
根
拠
で
作
成
し
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
作
成
さ
れ
た
が
、
廃
棄
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
も

と
づ
い
て
廃
棄
さ
れ
た
の
か
。 

 

２ 

川
田
龍
平
参
議
院
議
員
（
当
時
）
の
度
重
な
る
質
問
、
追
及
に
よ
り
、
こ
の
計
二
十
四
回
の
「
非
公
開
会
合
」
の
議
事

次
第
、
配
布
資
料
な
ど
（
以
下
「
文
献
リ
ス
ト
」
）
は
よ
う
や
く
開
示
さ
れ
た
。
参
加
し
た
専
門
委
員
、
専
門
参
考
人
の

コ
メ
ン
ト
一
覧
と
思
わ
れ
る
資
料
も
含
ま
れ
る
が
、
氏
名
、
コ
メ
ン
ト
双
方
黒
塗
り
で
あ
り
、
又
は
コ
メ
ン
ト
は
開
示
さ



 

３ 

 

れ
て
い
る
も
の
の
氏
名
が
黒
塗
り
で
あ
り
、
文
書
管
理
規
則
第
十
一
条
に
あ
る
「
事
務
及
び
事
業
の
実
績
を
合
理
的
に
跡

付
け
、
又
は
検
証
す
る
こ
と
」
が
で
き
な
い
。 

 
 

⑴ 
こ
う
し
た
重
要
な
部
分
を
黒
塗
り
に
し
て
い
る
理
由
と
し
て
、
食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
は
、
松
下
玲
子
衆
議
院
議

員
と
の
二
〇
二
五
年
六
月
三
日
環
境
委
員
会
の
質
疑
で
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
い
ろ
い
ろ
な
批
判
を
浴
び
た
り
す
る
」
と
、
述

べ
て
い
る
が
、
九
回
の
会
合
は
公
開
し
、
議
事
録
を
公
表
し
て
い
る
。
「
非
公
開
会
合
」
は
議
事
録
を
公
表
せ
ず
、
公

開
の
会
合
の
議
事
録
は
公
表
す
る
と
の
判
断
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
さ
れ
た
い
。
何
ら
か
の
理
由
で
当
時
は
非
公
開
と

し
た
会
合
こ
そ
、
事
後
の
検
証
の
た
め
の
議
事
録
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 
 

⑵ 

そ
も
そ
も
「
非
公
開
会
合
」
に
参
加
し
た
専
門
委
員
、
専
門
参
考
人
に
、
「
非
公
開
会
合
」
で
の
発
言
、
コ
メ
ン

ト
、
会
合
前
後
の
メ
ー
ル
な
ど
を
非
公
開
と
す
る
約
束
を
し
た
事
実
は
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
理
由
を
説
明
さ
れ
た

い
。 

 

３ 

前
述
の
松
下
玲
子
議
員
と
の
質
疑
で
、
食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
は
、
専
門
委
員
、
専
門
参
考
人
と
の
食
品
安
全
委
員

会
事
務
局
と
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
メ
ー
ル
が
行
政
文
書
に
当
た
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
。
こ
の

メ
ー
ル
（
行
政
文
書
）
に
つ
い
て
、
食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
は
、
「
資
料
の
作
成
を
目
的
と
し
て
一
時
的
に
作
成
し
た



 

４ 

 

メ
モ
等
で
、
目
的
の
資
料
に
内
容
が
反
映
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
保
存
期
間
一
年
未
満
の
文
書
と
位
置
づ
け
て
い

る
」
と
し
、
先
立
つ
五
月
二
十
九
日
の
参
議
院
環
境
委
員
会
に
お
い
て
、
「
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
今
現
在
に
お
い
て
は
存

在
し
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
保
存
期
間
を
一
年
未
満

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
文
書
を
、
「
① 

別
途
、
正
本
が
管
理
さ
れ
て
い
る
行
政
文
書
の
写
し
② 

定
型
的
・
日
常
的
な
業

務
連
絡
、
日
程
表
等
③ 

出
版
物
や
公
表
物
を
編
集
し
た
文
書
④ 

○
○
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
事
実
関
係
の
問
合
せ
へ
の

応
答
⑤ 

明
白
な
誤
り
等
の
客
観
的
な
正
確
性
の
観
点
か
ら
利
用
に
適
さ
な
く
な
っ
た
文
書
⑥ 

意
思
決
定
の
途
中
段
階
で

作
成
し
た
も
の
で
、
当
該
意
思
決
定
に
与
え
る
影
響
が
な
い
」
と
六
類
型
を
定
め
て
い
る
。 

 
 

⑴ 

今
回
廃
棄
し
た
と
す
る
メ
ー
ル
の
内
、
会
議
の
日
程
連
絡
な
ど
を
除
く
、
「
評
価
書
」
の
内
容
に
係
る
メ
ー
ル
を
保

存
期
間
一
年
未
満
と
で
き
る
理
由
は
こ
の
六
類
型
の
ど
れ
に
該
当
す
る
の
か
。 

 
 

⑵ 

食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
は
、
松
下
玲
子
議
員
と
の
質
疑
で
繰
り
返
し
、
「
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
文
書
と
い
う
も
の

が
外
向
き
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
の
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
大
本
の
メ
モ
に
つ

い
て
は
、
保
存
期
間
一
年
未
満
」
「
資
料
の
作
成
を
目
的
と
し
て
一
時
的
に
作
成
し
た
メ
モ
等
で
、
目
的
の
資
料
に
内

容
が
反
映
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
（
中
略
）
保
存
期
間
一
年
未
満
」
な
ど
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ
の
そ
の
後
の



 

５ 

 

資
料
に
内
容
が
反
映
さ
れ
た
資
料
は
一
年
未
満
で
廃
棄
し
て
い
い
と
す
る
答
弁
は
、
公
文
書
管
理
法
及
び
そ
の
関
連
規

定
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
何
を
根
拠
と
す
る
の
か
。
法
的
根
拠
が
な
い
な
ら
、
法
的
に
不
正
確
な
答
弁
が
そ
の
ま
ま
存

在
す
る
こ
と
は
不
適
切
な
の
で
、
本
質
問
へ
の
答
弁
書
で
明
確
に
訂
正
さ
れ
た
い
。 

 
 

⑶ 

「
評
価
書
」
作
成
に
係
る
メ
ー
ル
の
保
存
期
間
を
一
年
未
満
と
で
き
る
、
と
す
る
食
品
安
全
委
員
会
の
判
断
を
、
内

閣
と
し
て
容
認
す
る
の
か
。
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
公
文
書
管
理
課
長
通
知
「
電
子
メ
ー
ル
の
選
別
及
び
手
順
に

関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
よ
れ
ば
、
「
当
該
答
申
等
に
つ
い
て
委
員
か
ら
送
信
さ
れ
た
、
承
認
又
は
内
容
に
関
わ
る
質

問
・
意
見
が
表
明
さ
れ
た
電
子
メ
ー
ル
（
こ
れ
に
対
す
る
返
答
を
行
っ
た
電
子
メ
ー
ル
を
含
む
）
。
」
と
例
示
さ
れ
た

審
議
会
等
文
書
は
、
一
年
未
満
で
は
な
く
、
逆
に
「
一
年
以
上
の
保
存
期
間
を
設
定
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
食

品
安
全
委
員
会
事
務
局
の
答
弁
は
、
こ
の
通
知
に
反
し
て
い
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 
 

⑷ 

そ
も
そ
も
文
書
の
保
存
期
間
は
、
最
低
限
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
を
定
め
た
も
の
で
、
期
限
が
来
た
ら
廃

棄
す
る
よ
う
義
務
づ
け
た
も
の
で
は
な
い
。
実
務
の
常
識
を
考
え
て
も
、
保
管
場
所
が
必
要
な
訳
で
も
な
い
こ
れ
ら
の

メ
ー
ル
を
、
手
間
を
か
け
て
わ
ざ
わ
ざ
廃
棄
す
る
と
は
、
考
え
に
く
い
。
メ
ー
ル
の
存
否
に
つ
い
て
改
め
て
探
索
の

上
、
存
否
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
再
度
探
索
の
う
え
存
在
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
私
と
し
て
は
黒
塗



 

６ 

 

り
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
、
一
部
黒
塗
り
に
し
て
も
開
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 

４ 
食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
は
、
開
示
し
た
「
文
献
リ
ス
ト
」
及
び
「
評
価
書
（
案
）
」
の
中
で
、
委
員
に
よ
る
評
価
内

容
を
黒
塗
り
に
し
て
い
る
が
、
リ
ス
ク
評
価
と
は
す
な
わ
ち
個
別
の
文
献
に
書
か
れ
た
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
り
、

リ
ス
ク
評
価
の
核
心
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
透
明
性
」
「
客
観
性
」
「
公
正
性
」
な
ど
を
謳
う
食
品
安
全
委
員
会
は
基

本
姿
勢
に
反
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
文
献
リ
ス
ト
」
及
び
「
評
価
書
（
案
）
」
で
個
別
の
文
献
の
評
価
内

容
を
黒
塗
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
具
体
的
に
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。 

二 

「
評
価
書
」
が
参
照
し
た
米
国
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
文
書
（
参
照
番
号
二
百
六
十
二
、
二
百
六
十
三
）
が
引
用
し
て

い
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
他
（
二
〇
〇
三
年
）
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
オ
ル
セ
ン
（
二
〇
〇
七
年
）
に
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
曝
露
と

膀
胱
が
ん
の
関
連
に
つ
い
て
、
「
高
曝
露
地
域
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
ら
し
い
証
拠
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
「
評
価
書
」
に
お
い
て
は
、
「
血
清
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
濃
度
と
膀
胱
が
ん
の
関
連
の
報
告
は
な
か
っ
た
」

と
さ
れ
て
い
る
。 

 

１ 

事
実
に
反
す
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 

２ 

そ
も
そ
も
こ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
他
（
二
〇
〇
三
年
）
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
オ
ル
セ
ン
（
二
〇
〇
七
年
）
の
二
論
文



 

７ 

 

が
「
評
価
書
」
作
成
に
お
い
て
参
照
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。 

 

３ 
こ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
氏
の
継
続
研
究
が
、
二
〇
二
四
年
「
評
価
書
」
決
定
前
に
出
版
さ
れ
、
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
へ
の
職
業

曝
露
が
膀
胱
が
ん
、
肺
が
ん
、
及
び
脳
血
管
疾
患
と
関
連
し
て
い
る
」
と
表
記
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
及
び
表
記
の
存
在

を
、
政
府
が
認
識
し
た
の
は
い
つ
か
。
「
評
価
書
」
に
こ
の
内
容
を
反
映
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。 

三 

「
評
価
書
」
が
参
照
し
た
バ
リ
ー
他
論
文
（
二
〇
一
三
）
（
参
照
番
号
二
百
二
十
一
）
に
は
、
「
血
清
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
濃
度

は
、
腎
臓
が
ん
及
び
精
巣
が
ん
と
正
の
相
関
関
係
に
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
曝
露
は
こ
の
集
団
（
Ｃ
８
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
Ｐ
ｒ
ｏ

ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
）
の
腎
臓
が
ん
と
精
巣
が
ん
と
関
連
し
て
い
た
」
と
あ
る
が
、
「
評
価
書
」
に
は
、
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
濃
度
と
（
中

略
）
、
そ
の
他
の
部
位
の
が
ん
（
（
中
略
）
腎
臓
（
中
略
）
）
に
つ
い
て
関
連
が
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
真
逆
の
引

用
と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。 

四 

「
評
価
書
」
で
は
、
「
将
来
的
に
、
今
回
の
検
討
時
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
健
康
影
響
に
関
す
る
研
究
・
調

査
結
果
の
一
貫
性
、
影
響
の
度
合
い
の
臨
床
的
意
義
、
用
量
反
応
関
係
等
に
関
す
る
情
報
等
の
科
学
的
知
見
が
集
積
し
て
く

れ
ば
、
Ｔ
Ｄ
Ｉ
を
見
直
す
根
拠
と
な
る
可
能
性
は
あ
る
。
」
と
述
べ
、
現
在
の
知
見
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上

で
、
耐
用
一
日
摂
取
量
（
Ｔ
Ｄ
Ｉ
）
の
今
後
の
見
直
し
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
極
め
て
消
極
的
な
表
現
な
が
ら
、
認
め
て
い



 

８ 

 

る
。 

 

１ 
「
見
直
す
根
拠
と
な
る
可
能
性
は
あ
る
」
と
、
「
見
直
し
」
に
つ
い
て
極
め
て
消
極
的
な
表
現
を
用
い
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。
現
時
点
で
の
知
見
は
不
十
分
な
こ
と
は
認
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
科
学
的
知
見
の
集
積
に
応
じ
て
、
耐
用
一
日

摂
取
量
（
Ｔ
Ｄ
Ｉ
）
を
不
断
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
の
表
現
に
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。 

 

２ 

「
評
価
書
」
作
成
時
に
は
見
落
と
さ
れ
又
は
無
視
さ
れ
て
い
た
質
問
項
目
二
で
触
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
曝
露
と
膀
胱
が
ん
の

関
連
に
つ
い
て
述
べ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
氏
等
の
三
論
文
は
、
耐
用
一
日
摂
取
量
を
見
直
す
根
拠
と
な
る
科
学
的
知
見
に

含
ま
れ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
う
考
え
る
か
。 

 

３ 

「
評
価
書
」
作
成
時
に
は
未
発
表
で
あ
っ
た
二
〇
二
四
年
九
月
公
表
の
「
母
体
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
中
濃
度
が
増
加
す
る
と

児
の
染
色
体
異
常
が
増
加
す
る
」
と
し
た
、
環
境
省
の
事
業
で
あ
る
エ
コ
チ
ル
調
査
の
成
果
で
あ
る
信
州
大
学
の
野
見
山

哲
生
教
授
、
長
谷
川
航
平
助
教
の
論
文
は
、
耐
用
一
日
摂
取
量
を
見
直
す
根
拠
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
科
学
的
知
見
に
含

ま
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 

４ 

質
問
項
目
２
、
３
で
述
べ
た
も
の
を
含
む
新
た
な
科
学
的
な
知
見
が
集
積
し
て
お
り
、
耐
用
一
日
摂
取
量
の
見
直
し
を

早
急
に
開
始
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 



 

９ 

 

 
５ 

「
評
価
書
」
で
は
、
「
健
康
影
響
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
海
外
評
価
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
採
用
し
て
い
る
エ
ン
ド
ポ

イ
ン
ト
及
び
指
標
値
は
大
き
く
異
な
る
。
Ｅ
Ｆ
Ｓ
Ａ
（
欧
州
食
品
安
全
機
関
）
（
二
〇
二
〇
）
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
米
国
環
境
保

護
庁
）
（
二
〇
二
三
Ｄ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
）
が
示
し
て
い
る
指
標
値
は
、
各
国
に
お
け
る
推
定
摂
取
量
を
下
回
る
数
値
で
あ
り
、

リ
ス
ク
管
理
の
状
況
や
今
後
の
リ
ス
ク
評
価
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」
と
述
べ
、
欧
州
や

米
国
の
基
準
が
厳
し
す
ぎ
る
と
も
と
れ
る
表
現
を
し
て
い
る
。 

 
 

⑴ 

現
状
の
推
定
摂
取
量
は
、
指
標
値
の
策
定
に
お
い
て
、
考
慮
す
べ
き
と
の
認
識
か
。 

 
 

⑵ 

「
評
価
書
」
発
表
か
ら
約
一
年
半
が
経
過
し
た
が
、
米
国
、
欧
州
の
リ
ス
ク
管
理
の
状
況
、
リ
ス
ク
評
価
に
つ
い
て

注
視
し
た
結
果
、
ど
の
よ
う
な
知
見
が
あ
る
か
。 

五 

「
評
価
書
」
で
は
、
「
血
中
濃
度
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
リ
ス
ク
評
価
に
向
け
て
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
摂
取
量
と
血
中
濃
度
と

の
関
連
や
、
そ
れ
ら
と
健
康
影
響
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
疫
学
的
手
法
に
よ
り
計
画
的
に
調
査
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 

１ 

内
閣
も
こ
う
し
た
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
よ
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ど
の
省
庁
が
、
い
つ
、
こ
の
よ
う
な

調
査
を
開
始
す
る
の
か
。 



 

１０ 

 

 
２ 

「
評
価
書
」
で
は
、
「
我
が
国
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ば
く
露
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
の
住
民
に
お
け
る
血
中
濃
度
の

分
布
、
高
ば
く
露
者
の
把
握
等
の
必
要
性
も
含
め
、
今
後
の
リ
ス
ク
管
理
の
方
策
や
対
応
の
優
先
度
等
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。
国
や
自
治
体
等
が
、
血
中
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度
測
定
を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の
目
的
や
対
象

者
、
実
施
方
法
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
方
法
等
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
、
血
中
濃
度
の
測
定
等

に
つ
い
て
、
「
優
先
度
に
つ
い
て
検
討
」
と
消
極
的
で
あ
る
。
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ば
く
露
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
の
住
民
に
お
け

る
血
中
濃
度
の
分
布
、
高
ば
く
露
者
の
把
握
等
」
は
、
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
考
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
後
ろ

向
き
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。
「
評
価
書
」
発
表
後
の
、
「
必
要
性
も
含
め
た
優
先
度
の
検
討
」
は
ど
の
省

庁
で
行
わ
れ
、
現
在
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


